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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第112期
第１四半期
連結累計期間

第113期
第１四半期
連結累計期間

第112期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 8,102,019 7,589,000 31,482,889

経常利益 （千円） 485,125 407,078 1,967,207

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 325,247 272,814 1,388,509

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 395,169 △27,648 695,941

純資産額 （千円） 19,961,001 20,155,342 20,240,543

総資産額 （千円） 31,160,193 30,207,208 30,630,075

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 22.61 18.96 96.50

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） - - -

自己資本比率 （％） 59.5 62.2 61.5

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年６月30日）におけるわが国経済は、株式市場や為替相

場の不安定な動きを背景に、個人消費の低迷、企業収益改善ペースの鈍化等、不透明な状況で推移しました。

また、海外では中国をはじめとする新興国の成長鈍化に伴う景気下振れ懸念、英国のＥＵ離脱決定等、先行き不

透明な状況が見込まれます。

当社グループの主要市場でありますトラック市場におきましては、国内は前期に続き堅調に推移しましたが、海

外は景気低迷の影響を受け停滞し、全体としては前年同四半期に比べ低調に推移しました。

一方、産業・建設機械市場につきましても、国内での排ガス規制の駆け込み需要に伴う反動減の影響が続いてお

り、海外においても、中国等の新興国での需要の伸び悩みが続きました。

このような状況のもと、当社グループ（当社及び連結子会社）の売上高は、国内におきましては、産業・建設機

械市場の販売低迷により前年同四半期に比べ減少しました。海外におきましては、タイ、インドネシア市場に回復

の兆しは見られたものの、為替の影響によって、前年同四半期に比べ減少しました。

この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は75億89百万円（前年同四半期比6.3％減）とな

りました。

利益面におきましては、売上高の減少はあったものの原価低減活動、経費抑制等を推進したことにより、営業利

益は５億11百万円（前年同四半期比9.7％増）となりました。経常利益は、為替差損等の影響により４億７百万円

（前年同四半期比16.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億72百万円（前年同四半期比16.1％減）と

なりました。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

ａ．日本
  

・売上高（セグメント間の内部売上高を含む） 63億43百万円 （前年同四半期比　 1.4％減）

　・セグメント利益 88百万円 （前年同四半期比　11.9％増）

ｂ．中国

・売上高（セグメント間の内部売上高を含む） 20億69百万円 （前年同四半期比　10.5％減）

　・セグメント利益 ３億72百万円 （前年同四半期比　15.5％増）

ｃ．アジア

・売上高（セグメント間の内部売上高を含む） ５億53百万円 （前年同四半期比　 9.7％減）

　・セグメント利益 44百万円 （前年同四半期比　36.2％増）
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(2）財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、302億７百万円と前連結会計年度末に比べ４億22百万円の減少

となりました。

流動資産は213億79百万円と前連結会計年度末に比べ55百万円の減少となり、固定資産は88億27百万円と前連結

会計年度末に比べ３億67百万円の減少となりました。

流動資産減少は主として、受取手形及び売掛金３億58百万円、親会社のグループファイナンスに対する預け金２

億13百万円が増加しましたが、現金及び預金４億95百万円、棚卸資産１億65百万円が減少したこと等によるもので

す。

固定資産減少は主として、有形固定資産３億66百万円が減少したこと等によるものです。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は、100億51百万円と前連結会計年度末に比べ３億37百万円の減少と

なりました。

流動負債は92億97百万円と前連結会計年度末に比べ３億１百万円の減少となり、固定負債は７億53百万円と前連

結会計年度末に比べ35百万円の減少となりました。

流動負債減少は主として、未払費用１億33百万円、設備関係支払手形１億５百万円増加しましたが、短期借入金

２億49百万円、設備関係未払金２億56百万円が減少したこと等によるものです。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、201億55百万円と前連結会計年度末に比べ85百万円の減少とな

りました。

これは主として、親会社株主に帰属する四半期純利益（累計期間）２億72百万円の計上により利益剰余金が増加

したものの、為替の影響により為替換算調整勘定が２億97百万円減少したこと等によるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は43百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 43,200,000

計 43,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成28年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,400,000 14,400,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株であ

ります。

計 14,400,000 14,400,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 14,400,000 － 1,317,600 － 778,300

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成28年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　11,900
― 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　　14,385,900 143,859 同上

単元未満株式 普通株式　　　　 2,200 ― ―

発行済株式総数 14,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 143,859 ―

 

 

②【自己株式等】

平成28年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

東京ラヂエーター製造㈱
藤沢市遠藤2002番地１ 11,900 ― 11,900 0.08

計 ― 11,900 ― 11,900 0.08

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,184,536 3,689,485

受取手形及び売掛金 8,507,414 8,865,435

商品及び製品 918,184 825,878

仕掛品 396,833 376,629

原材料及び貯蔵品 1,038,215 984,768

繰延税金資産 209,713 273,366

預け金 5,772,954 5,986,576

その他 434,651 403,846

貸倒引当金 △27,982 △26,639

流動資産合計 21,434,522 21,379,348

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 4,603,889 4,610,844

減価償却累計額 △2,923,212 △2,940,198

建物及び構築物（純額） 1,680,677 1,670,645

機械装置及び運搬具 14,660,671 14,751,641

減価償却累計額 △11,249,200 △11,283,997

機械装置及び運搬具（純額） 3,411,471 3,467,643

工具、器具及び備品 6,670,205 6,673,444

減価償却累計額 △5,473,223 △5,565,426

工具、器具及び備品（純額） 1,196,981 1,108,018

土地 1,268,890 1,268,890

建設仮勘定 493,189 169,102

有形固定資産合計 8,051,210 7,684,300

無形固定資産 196,189 181,106

投資その他の資産   

投資有価証券 774,712 814,772

繰延税金資産 81,817 58,628

その他 91,623 89,052

投資その他の資産合計 948,153 962,453

固定資産合計 9,195,553 8,827,860

資産合計 30,630,075 30,207,208
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  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,283,099 3,275,534

電子記録債務 2,815,133 2,876,743

短期借入金 1,107,485 858,435

1年内返済予定の長期借入金 61,625 39,000

未払費用 1,095,520 1,228,732

未払法人税等 224,625 227,400

製品保証引当金 40,024 37,507

設備関係支払手形 152,471 257,674

営業外電子記録債務 313,425 297,331

設備関係未払金 337,987 81,228

その他 168,480 118,336

流動負債合計 9,599,878 9,297,925

固定負債   

長期借入金 88,718 58,500

退職給付に係る負債 656,823 652,600

その他 44,112 42,840

固定負債合計 789,654 753,940

負債合計 10,389,532 10,051,866

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,317,600 1,317,600

資本剰余金 778,300 778,300

利益剰余金 15,781,761 15,997,024

自己株式 △4,447 △4,447

株主資本合計 17,873,213 18,088,476

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 343,566 367,319

為替換算調整勘定 795,052 497,538

退職給付に係る調整累計額 △186,991 △177,264

その他の包括利益累計額合計 951,627 687,593

非支配株主持分 1,415,701 1,379,271

純資産合計 20,240,543 20,155,342

負債純資産合計 30,630,075 30,207,208
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 8,102,019 7,589,000

売上原価 6,980,324 6,427,020

売上総利益 1,121,694 1,161,980

販売費及び一般管理費 655,132 649,995

営業利益 466,562 511,984

営業外収益   

受取利息 10,893 12,886

受取配当金 4,254 3,967

為替差益 12,291 -

受取賃貸料 2,008 1,151

受取手数料 2,602 2,439

その他 2,607 2,873

営業外収益合計 34,657 23,318

営業外費用   

支払利息 15,365 7,951

為替差損 - 108,016

その他 728 12,256

営業外費用合計 16,094 128,224

経常利益 485,125 407,078

特別利益   

固定資産売却益 - 461

特別利益合計 - 461

特別損失   

固定資産売却損 - 515

固定資産除却損 - 10

特別損失合計 - 525

税金等調整前四半期純利益 485,125 407,013

法人税、住民税及び事業税 175,192 151,631

法人税等調整額 △53,072 △59,745

法人税等合計 122,119 91,885

四半期純利益 363,005 315,127

非支配株主に帰属する四半期純利益 37,758 42,313

親会社株主に帰属する四半期純利益 325,247 272,814
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益 363,005 315,127

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 20,947 23,752

為替換算調整勘定 12,566 △376,256

退職給付に係る調整額 △1,350 9,727

その他の包括利益合計 32,163 △342,776

四半期包括利益 395,169 △27,648

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 354,781 8,781

非支配株主に係る四半期包括利益 40,387 △36,429
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

 当第１四半期連結会計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への

影響は軽微であります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

減価償却費 322,546千円 298,157千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

 配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 53,955 利益剰余金 3.75 平成27年３月31日 平成27年６月29日

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

 配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 57,552 利益剰余金 4.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 中国
アジア
（注）３

計

売上高       

外部顧客への売上高 6,043,859 1,445,654 612,504 8,102,019 - 8,102,019

セグメント間の内部売上高
又は振替高

389,323 867,958 - 1,257,281 (1,257,281) -

計 6,433,183 2,313,613 612,504 9,359,301 (1,257,281) 8,102,019

セグメント利益 78,880 322,802 32,885 434,567 31,994 466,562

　（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

３．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

アジア・・・インドネシア共和国、タイ王国

２．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 中国
アジア
（注）３

計

売上高       

外部顧客への売上高 5,920,501 1,115,251 553,248 7,589,000 - 7,589,000

セグメント間の内部売上高
又は振替高

423,404 954,384 - 1,377,788 (1,377,788) -

計 6,343,905 2,069,635 553,248 8,966,789 (1,377,788) 7,589,000

セグメント利益 88,250 372,864 44,804 505,920 6,064 511,984

　（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

３．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

アジア・・・インドネシア共和国、タイ王国

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

「会計方針の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価

償却方法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及

び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額  22円61銭 18円96銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益

金額
（千円） 325,247 272,814

普通株主に帰属しない金額 （千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属す

る四半期純利益金額
（千円） 325,247 272,814

普通株式の期中平均株式数 （株） 14,388,063 14,388,052

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成28年８月12日

東京ラヂエーター製造株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊　　藤　　功　　樹　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　　村　　　 信　　　 ㊞

 
 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい

る東京ラヂエーター製造株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１

四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平

成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対

照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京ラヂエーター製造株式会社及

び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の

経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　 以　上
 
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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